
は じ め に

県内では、さまざまな形で人権学習が取り組まれています。昨年度、その成果をもとに、「人権学習
プログラム第１集」を作成しました。幼稚園・小学校・中学校・高等学校のモデルプログラムの事例
を紹介しましたが、各校（園）では、子どもや地域の実態をふまえ、さらに工夫して取り組まれてい
るところです。
今年度作成した第２集は、新たに校園の１８事例と県内の中学校区で実践された事例を紹介してい
ます。「人権教育推進プラン」に示した２つのアプローチとの関連も表記してありますので、学習計画
を組む際の参考にしてください。
今後この学習プログラムを活用いただき、人権学習がますます多様に取り組まれることを願ってい
ます。
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